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肥育後期の濃厚飼料中非繊維性炭水化物 (NFC)濃度が
但馬牛の増体と肉質lこ及ぼす影響

間 章生*・遵後泰治*・太田填進'

要約

肥育後期の濃厚館料中非繊維性炭水化物 (NFC)濃度が但馬牛の増体，肉質に及ぼす影響を調

べるため，濃厚問料中NFC濃度(乾物中)を高(約65%)，中(約60%)，低(約55%)の3段階

とし，これらの問料を肥背後期 (21~32か月齢〉の黒毛和種去勢牛(高NFC区: 4頭， CTNF C 

区:3頭，低NFC区:4頭)に給与した.

l 濃厚飼料摂取量及びTDN摂取震は低NFC区が多かったが， NFC摂取量は各区で差はみら

れなかった.

2 増体は低NFC区が最も良く，高NFC区との間には有意な悲が認められた.

3 枝肉成績では枝肉重量が低NFC援で、441.3kgと最も重く，脂肪交雑 (BMSNO.)には有意

な悲が認められなかった.

Effects of Nonfiber Carbohydrate in Finishing Diet on Growth 
and Meat Quality in Japanese Black Steers 

Akio OKA， Taiji DOGO and Susumu OHTAGAKI 

Summary 

The effects of nonfiber carbohydolete (NFC) (high: 65 %， medium: 60 %， low: 55 % dry 

matter basis) in concentrates on growth and meat quality were studied in finishing Japanese 

Black st日ers.日levensteers (21 months old) were divided high NFC (4)， medium NFC (3) and low 

NFC (4) groups. 

(1) The intake of concentrates and TDN in low NFC was greater than. those in medium and 

high NFC. NFC intakes was similar in all cases. 

(2) A verage daily gain in low NFC exceeded that in high NFC. 

(3) Beef marbling was similar in all cases. 

水化物として一括して表現されるようになってきた1)

易利用性炭水化物を表現する分間の一つに非繊維性炭水

化物 (NFC)があり， TDNが悶レベルである濃摩飼

料でも飼料の構成成分によってNFC濃度が異なる.

そこで，館料の新しい栄養価の指標としてNFCに注

目し，肥膏牛の効果的な給与館料を明確にするため，ま

ず，n巴育後期の濃厚館料中NFC濃度が増体及び肉費lこ
及ぼす影響について検討した.

キーワード:黒毛和種去勢牛，非繊維性炭水化物，肉質，増体

緒 帝
国

肥育牛では組銅料を多給するよりも濃摩飼料を多給し

た方が増体が良くなり 2.3. 9) 脂訪の蓄積により肉質が

向上することが知られている 3・比夙したがって，黒毛

和種肥育牛においても多くは穀類を中心とした濃j事館料

多給型で錦養されている.濃厚飼料の栄養価の指標とし

てTDN，DCPが従来から用いられてきたが，それら

が同レベルである濃厚悶料でも構成成分が巽なれば肥育

効率に差がみられることが経験的に知られている.館料

の炭水化物成分には総繊維の他に単少糖類，デンプン，

ペクチン，有機酸がある.これらは，近年，易利用性炭
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材料及び方法

1 供試牛及び採材

21か月齢の黒毛和種去勢牛11頭を用い，濃厚銅料中N

FC濃度が乾物中で65%としたものを高NFC区 (4駒，

60%を中NFC区 (3頭)， 55%を低NFC区 (4顕)
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とした.体重は毎月測定し，第一胃液及び血液は3か月 4 統計処理

間隔で轄の問料給与前に採材した.と殺は32か月齢で行ゥ一一 試験区を変動冒とする分散分析を行い，有意牲の検討

fこ.

2 給与錦料

表1に示した鋸料を21か月齢から32か月齢まで給与し

た.濃厚餌料配合割合は各匿とも大麦は約50%とし， ト

ウモロコシと一般フスマの割合を変えることによってN

FC濃度に差を付け，高NFC区約65%. 中NFC区約

60%.低NFC藍約55%とした.また. TDN濃度を一

定にするため中及び低NFC区には油精を少量添加した.

組飼料はイナワラだけを各区とも雨量を給与した.

NFC は以下の様にして求めた.

NFC=有機物ー(粗蛋自費十粗脂肪十粗蛋自質含量を

しヲ|いた総繊維)

鰐料摂取量は，各区の給与量から残錦量を悲し号|いた

値を頭数で割り一頭当たりの摂取量とした.

3 第一胃液及び血液成分の分析

第一胃液のpHは採材産後に測定し，第一帯液中アン

モニア濃震は自動分析機 (KJELTECAUTO SAMPLER 

SYSTEM 1035 Analyzer. tecator. スウェーデン〉を用

いて測定し，揮発性脂肪酸 (VFA)はガスクロマトグ

ラフィーで測定した.血液成分は血液中グルコース，尿

素態窒素及び総コレステローjレについて血液自動分析機

(富士ドライケム5500.富士フィルム)により測定した.

表1.給与飼料

鰐料

濃厚鰐料(%)

N FCレベル

高 中低

大 麦 50.0 49.6 49.3 

トウモロコシ 35.0 24.8 14.8 

一般フスマ 10:0 19.9 29.6 

大 R 中自 5.0 5.0 4.9 

油 l話 0.0 0.7 1.5 

T D N ・ 87.0 86.8 86.6 

C P ・ 14.1 14.8 15.6 

N D F* 16.0 18.9 21.7 

N F C ・ 64.5 59.7 54.9 

給与 (kg) 7.0-7.5 7.0捕8.0 7.0帥8.0

粗飼料 (kg)

イナワラ 0.5-1.5 0.5同1.5 0.5-1.5 

NDF:中性デタージェント繊維

NFC:非繊維性炭水化物

*乾物中濃度

を5%水準で行った.

結 果

1 飼料摂取量

濃厚飼料及びTDNの摂取量はNFCが低い区ほど多

くなったが. NFC摂取量はほぼ悶量であった(表2). 

2 体重

増{本はNFCが低い区ほど員く，土器体量は低NFC区

が高NFC区より有意に大きくなり約50kgの差が認めら

れた(表3). 

3 第一胃液性状

第一胃液のpHは高NFC区が他の区よりも低い{頃i旬

を示した(函1). VF Aの酢酸，プロピオン酸及び酪

酸の比率は各採取時により変化したが. NFC濃度によ

る暁確な差は認められなかった.総VFA濃度は24.30 

か月齢時に高NFC区が低NFC匿よりも有意に高い値

を示した(関2).アンモニア濃度は高NFC亙で試験

開始3か月後に低下したが，その後は各区で差は認めら

れなかった.

4 血液成分

血清尿素態窒素濃度は高NFC区が有意に低い憶で推

移した(冨3).血清総コレステロール濃度も高NFC

区が有意に低い値で推移した(図4).血清グルコース

濃度は初期に高NFC区が低い傾向が見られた.

5 枝肉成績

枝肉成績では枝肉重量は低NFC区が441.3kgと高N

表2.試験期間中の 1頭当りの銅料摂取量 (kg)

高NFC 

濃淳飼料 1960 

粗飼料 363 

T D N 1620 

N F C 1099 

中NFC

2225 

380 

1827 

1155 

低NFC

2366 

361 

1927 

1131 

表3.体重の推移 (kg)

fE語NFC 中NFC 低NFC

試験開始時
504.5土32.5 510.7士83.5. 519.3土26.7

(21か月齢)

試験終了時
662.8土44.8.697.3土109.5 718.3土12.3

(32か月齢)

増体 93.8土21.5 127.0土10.6 143.5士32.9・
D G 0.47土0.05 0.55土0.08 0.59土0.07・

*低NFCとの間に有意去をあり (Pく0.05)
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図1.第一背液pHの推移
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図2.第一胃液中総VFA濃度の推移
*低NFCとの間に有意差あり (pく0.05)

表4.枝肉成績

高NFC 中NFC 低NFC

枝肉重量
398.3:t34.宮 431.3土82.2 441.3:t 12.2 

(kg) 

歩 留
60:0:t1.3 61.6土2.5 61.4:t1.3 

(%) 

脂肪交雑
7.0土1.4 6.7二七0.6 7.5ごと2.5

(BMS No.) 

肉 忽
3.3:t0.5 3.3土1.5 2.8土0.5

(BCS No.) 

ロース芯面積
51.3土6.8 49.3二七4.。53.8土11.3

(cnf) 

皮下脂肪摩
2.5ごと0.6 2.8ごと0.6 2.3土0，6

(c田)

ば り 厚
6.9土0.5 7.1土0.5 7.5土0.5

(c田)

mg/dl 

血 30r 
清 25

毘 20

215 
盤 10

紫 5

O 

* 
合

20 22 24 26 28 30 32 
月齢

問題器・高NFC 一合 中NFC -e-ー低NFC

国3.出清尿素態輩素濃度の推移

*低NFCとの間に有意差あり (Pく0.05)

総
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コ
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レ
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ア
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* ヨた * * 

ル O 
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間磁岡高NFC ー唯一中NFC 一命一暢低NFC

図4.血清中総コレステロ…jレ濃度の推移

*低NFCとの間に有意差あり (pく0.05)

FC区の398.3kgよりも約40kg霊くなった.脂肪交雑は

BMSNo.で各区とも 7前後で差は認められなかった

(表4).ばら厚は低NFC区が厚い傾向にあり，他の項

自については琵は見られなかった.

l考 察

黒毛和種肥育牛の乾物摂取量は，飼料中の中性タター

ジェント繊維 (NDF)が31%以下の時はNDF含量の

減少に伴い減少することが報告されているベ本試験で

は，粗鋼料給与量を各区ともに同一豊を与えたので， N

FC濃度が高くなるほど飼料r:tNDF合最が低下し，飼

料摂取量も低下したと考えられる.

把育牛の粗飼料給与レベルと増体に関しては多くの報

告があり，仕上げ期には粗飼料を乾物当たり10%程度に

制限し，濃厚鱈料を多給した方が増体が良くなるとされ

ている 2.3. 7. 15) しかしi組飼料レベルを 5%以下にす
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るとルーメンアシドーシスとなり，土増壁{体本量も低下する叫

今凹の試験でで、は総偶料レベルはl叩0~2加0%であるカがt七-高

NFC区でlはま第一腎pHがf他也の区よりも{低民くなつており

jルレ一メンアシド一シスの2包削f@侯是カがt江i忍められた. これにより

高NFC区では飼料摂取農が減少し増体量が低くなった

ものと推察される.

給与飼料のTDNレベルを一定にするため擬少量の油

脂を中NFCIR (0.7%)と低NFC区(1.5%) に添加

した. 8%の油脂添加により増体が良くなったとの報告

があるがベ 4~6%油脂添加では増体に影響しないこ

とも報告されている私的.油脂の増体に対する効果につ

いては明確な結論が出ていないが， 1.5%程度の油脂添

加は増体に影響しないものと思われる.また，肉質に対

する油脂添加の影響については明確な効果はないとされ

ているι叫.

第一宵性状ではpHと総VFA濃度が高NFCと低N

FCの間で有意差が認められた.反錦動物に濃厚飼料を

多給した場合，あるいはデンプンを多く含む飼料を与え

たときは，第一胃内pHが低下し，総VFA濃度は高く

なることが報告されており 8・ベ需様の結果となった.

また，一般的に粗鰐料を多給するとVFAの中で酢酸割

合が増え，濃淳飼料を多給するとプロピオン酸割合が増

加すると言われている.本試験では高NFC区はNDF

濃度が低いにも関わらず，各区間でVFA比率に有意な

差は認められなかった.これには第一胃液の採取を飼料

給与前に行ったことも関与しているものと思われる.

血液成分では総コレステロール及び原素態皇室素濃度は

高NFC区が有意に低い{直を示した. これは飼料摂取震

が高NFC区で少なかったことに起因するのではないか

と考えられる.

穀類を多給した牛は親銀料を多給した牛よりも肉質等

級が優れていると言われているが3.14. 16) 本試験では肉

質は各区で顕著な差が認められなかった.胸最長筋脂肪

合景は乾物摂取震と正の相関があり円枝肉脂肪量は体

重と正の相興があることが報告されている叫.低NFC

区の脂肪交雑が他の症と変わらなかった原因としては，

低NFC区の乾物及びTDNの摂取震が他の区より多かっ

たこと，さらにNFC摂取量にも差がなかったことが考

えられる.

以上のように偲背後期の濃I事飼料中NFC濃度を55，

60， 65%の3水準とし肥育成績を比較したところ， 55% 

で増{本最に関しては良好な結果が得られた.したがって，

組飼料の給与割合が15%程度では，肥育後期の濃摩飼料

中NFC濃度は，効率的な肥育をするよで55%程度(乾

物中)が一つの目安と考えられる.今後，さらに， NF 

C濃度が55%以下での増体，肉震に対する影響，粗館料

給与割合が異なる場合の効率的なNFC濃度を検討する

必要がある.
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